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糊 鵬 載　産婦人科領域 に お け る 血液内砒毒含有量

　　　　　　　　　に關する 研究 ／t（第 1報）
　 　 　 　 　 　 　 を

　　　月經 妊鱗 癌 の 際 にお け る血 中砒素量 呀 肯長蹴 て

　　　　　　　　　　　 一關　　　　　　　進

　　　　　東京大學醫學部附囑醫院分院 産婦人科 （主任 　佐 々 木期欷授）

　　　　公 衆 衞 生 院 生 揺 學 檢 査 室（主 任
ZF

出順吉郎）

　　　　　　　　　　緒　　論 、

　　砒素が生膿鷲 對し て 毒物で あ る こ とは 周知の 事

實で ある が ・ こ れ と關聯 咋 血液 内に ｝姓 理 的に

　微 量の 砒素 が含 まれ て お り，
生體の種 々 な變 調 に

　お いて 血 中砒 素量 の勵 吋 る こ とは ， 先 人 の業績

　 に 見 られ る と こ ろ で あ る．す なわ ち 1932 年 Gutb・

　 mann 站 よびそ の一派 は
1一
外 正常嬬 人血 中砒素量

　 は 0．06 皿 g％ で あ b ， 凋經 ， 妊娠 ， 癌に お い で い

　 ず れ も著 明 な 上 昇を 示 したと 報告 した． さらに

　 ；Saidl
，
　Josef5）

，
1・6w

，
　Hel阻 ut6 ）等 の逍試が あ るが

　 ほ ゴ 同樣 な成績 であ る，最近米國の Brown7 ｝is．慢

　性 ア ル コ P ・Lル 中毒 で 多發性紳維炎 を 起 した患者の

　 尿 中に，ReyS）は競走馬の tit液に それ ぞ れ砒索を證

　 明 した と記載 して い る．本邦甼 鵬 菊野
9）

は 月經

　碍，妊娠臨 疲蒡時等に は ある種 の 毒素が産生 さ
’

　 れ て ，
コ リ．ン エ ス テ ラ ー・ぜ の 活性減弱 を起 すが ，

　 その原因的 な因子 の 一
つ と して 砒素 も考 え られ る

　 の で は ない か と推論 した， 以上 の よ うな先 人の業

・ 績 を考察 して くるとき， 最近提唱 さ れ て い 弓月經

　 中毒症助 に お
幽
け る い わゆ る 月經毒素 と 砒素 との闇

　 に ， ある い は さらに また妊娠 中毒症 ， 子 宮癌の 際

　 の 悪液質な ど に お い て新陳代謝の 面か ら疵素が あ

　　る種の役割を演 す る の で はな い だろ うか 7tt こ とに

　　よ る と一歩を進 め て 兩者 の 間に原因的な 關係が存

　 ≒生す る の で はな い だろ うか と い うこ とは想繰に難

　　くな い の で あ る． こ の樣 な見解か ら著者は 女子血

　 中 に お ける砒素含有量 を充分 な 正 確度 を もつ 術 式

　 に よつ て測定 した．

　　　　　　　　　　 實驗材料

、
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　1）　月經 に っ い て は 24例 CtTつ き主、と して 健康な

看護婦 よ b綵血 な お 數 入．に
つ き申間期， 月經時

を麗別 して 周期的檢索を行 つた．

　2）　妊娠は 27 例 に つ きその 各月に つ い て， な ら

びに妊娠中莓i症患者 よ り採血 した．

　3） 性器 癌は 工3例 につ い て 主 と して子宮癌 の悪

液質高度 な患者 よ b採血 した．

　4） 採血者は過去に む い て 砒素劑の 法射 を受け

た こ との な い 者を選擇 した．

　 5） 採血量は すべ て 肘靜脈 よ b5 〜コOcc 以 上 と

した 、

　　　　　　　　　賀驗方法

　 1）　前處置 ：　重 量 を1E確 に 計測 した 材料 を石

英皿 に 入れ， 砒素 の飛散 を防止 す る た め ， 血液 10

cc に つ き酸化 マ グ ネ シ ウ ム 1g の割に加 え， 砂浴

上で 内容が水分を失つ て黒攣す る まで 加 熱す る。

　 2） 4500〜r，OO° C の電氣爐で 材料が燈色乃至 は
’

白色に な る まで 完全 に乾性荻化す る．

　 3） 以下 Gutzeit法u ）
に よ り灰化物の定量試驗

を行 つ た．す なわ ち 10％鹽酸 15ce を以 て 荻化物

を Gatzeit罎中で溶解す る．…次 に 25％背性 ぞ
冖ダ

溶液で 中和 し 38 ％鹽酸 5cq を加 え， 次 に 15％沃度

カ リ 5ce を蜘 え， さらに 40％鹽 化第一錫濃鹽酸溶

液 4滴 を加 えて 還元す る． q の際砒素は As20
， と

して 存在す る。次 に Gutzeit 罎 を 90DC の 温浴申　 ・

に 5分間保 つ た の ち ， 蒸溜水 を以 て 罎の容彙 を全

量 40cc と し， 直 に砂1伏亜鉛 5g を加 え Gutzeit

の裝置髯組立て ， こ れ を 200〜250C の温浴 巾に保

ち還元に よつ て
，

AsH3 を發住 せ しめ L5 時間の

’
■

N 工工
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の ち裝置を と り出 して
レ
5％臭化水銀ア ル コ ール 溶

液 で處置 した試驗紙 の着色を， 標準着色 と比 較 し

．
て 檢榊 の As

・贐 を求 めた 標鞘 色は A 礁 を

エT（了σ00
了ng ）・

2 γ
・
3r

，動 磁 口く
一

定量含有 す

る標準溶液 を ， 上述 と同種同様の 方法で 檢 出薺色

させ た もの で あ る．着色 は褪色を防 ぐた め パ ラ ヒ

ン で包被 して保存 した．

　4）．た だ し毎囘 の 實驗に お い て Cs， 操作の途上

で 懸 が飛散す るお それが あるの で 一定量 の 負荷

された砒素が ， 測定 誤差の 範園 内に お い て再現 さ

れ る こ とを確認す る こ と S した．　　　　　 ’

　5）　實驗 に 使用 し騰試藥は， すべ て 使用前に あ

らか じ融砒素含有の 有無を檢定 し幽來 る だ け砒素
を含有 しな い もの を選定 した． ただ し止 むを得 な　

‘

い場食は試藥 に i對す 多盲檢が O・　OOI　m
．
tr 以下で あ

る．こ とを前提 と して採 用 しこ れ を着色 よ り差引 く

　　　　　　蓑 1 正 常嬬 人 （靜 眠血 ） 、

こ と 丶 した．　 ・　　　　
噂

　　　　　　　　　賢驗成績

　測定成績をi喪 1〜 IIIに 示 す．

　！） 表 1 に示 した ごと く，正 常婦 人靜脈血中の

生理 的硯素含有量は ， 痕跡的で あ
’
る か また は證明

出來ない程度で あ り， その間に個 人差が認 め られ

る。 さ らに 月經時 に毛 著明 な上昇 を觀察参る こ と

が爵來な い
’
．

　　，　炎 矼　妊娠（静眠血 お よ び胎盤後 血腫）

砿 年齡 1 妊嬾 數 縢
量
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表 Ilr・　’tr器癌 （静腦血）

一
Y

N

1

42

49

43

M 　 5D

Y ．6i

K 　 56

S　Iる6

0 ・35

U 　 60

H 　 59

Y 旨 41

子 宮 癌

卵集癌再發

子宮癌再發

子 宮腟部癌

子 宮癌 再發 l
　 　 　 　 l

子 宮 癌

子 富 癌

子宮癌再發

10，e

9。3

8．9

7．2

9．5

8．0

7．0 ’

9．0

子富纈 臀
8・°

　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 10．01子 宮 癌
1

卵 巣 癌
　 　 　 I
s　411子宮頸管癌

　　　 i
Yl471 子宮fisx
　 l　　 ［

2）

7；5 ・

9．0

9 ．6

矧 驪
  剛 ．

（一）

痕跡

痕跡

痕跡

（一）

（一）

（
一
）

痕跡

悪液質（＋｝手術及
び ラ ジ ウ ム

悪液質〔暑骭）ラ ジ ウ

ム 及 び 手 術

悪液質（十仔）ラ ジ ウ

ム 及 び 滑 療

惡液質（＋ ）手術及
び レ y ト ゲ ン

貧血 （＋ ）手術

レ ニノ トゲ ソ 及 び ラ

v“ウ ム 治療　　 ・

レ y 訴ゲ 冫
！及 び ラ

ジ ウ ム 治療

貧血 （骨）レ ン ト ゲ』
ソ 及 び ラ ミシ ウム

ー

　 　 11
γ 1手　　術

痕跡
悪液質（柵 ）　腹水
闘 ）・

o．5r
： 手　　術

釧 驚
び レ 酵

　　　　表 IIの ように ， 。 妊i娠時 に 巷正営 時に 比 して

　認 むべ き程度の血中砒素量の 増加は 見 られな い 1
ヒ．

・・丶月を逐 うて の 變 動 も著明 で な く， さ らに例數は少 ・

　 い が妊娠中毒症 に お い て も砒 素を檢 出で きな い ．

　なお 胎盤後血腫 ， 胎盤 ， 母 乳 も生理的 に殆 ど磯素

　 を含有 しな い よ うで あ る．　　　　　
1

　
「3） 表 III の よ うに性器癌患者の血 中砒 素量 も

　 正 常時 に 比 して 著 しい 増煽 を 證明 出來なか つ た．

　　　　　　　　　　 結 　　論　　、

　　 1） ・正 常婦 人靜脈血 中に お
・
け る 生理 的砒素量｝ま

　 きわ め て 痕跡的徴量で あつ て血液 ユOCC に つ き砒

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 29．

素 1 γ 以下で ある．．．　　　　　　　　　　　　　
‘

　2） 月經 ， 妊娠 ， 性器 癌にお け る 血 中砒素量 も

著 しい 増加 を示 さない
．

・

　3）　 した がつ て い わゆ る月經中毒症 ， 妊娠中毒

症，性器癌 に お ける 悪液質等 は砒素と の 間に原因

的 な關係を有 さない もの と推定 され る 、

’
　 、

　4） 著者の 實驗成績は先 人 の それ と比較しで
，

は るかに低値で あ b まこ と に 意外の 感に うたれ る
’

の で あ多が ， 從來の咸績 の太部分が ，
キ リ．ズヂ ン

青法 に よ る もの であつ て ， 燐酸，裁 チ タ n ウ ム

等の 介
．
在 に よつ て成績が過大に評慣 されたの では

なか ろ うか と思われ る．　本實驗にお ける Gutzeit

法は それ らの 妨害をある程度 まで 避 け得た もの と
’

信 する．

　最後 に 懇篤な御指導 を 賜 つ アご恩師佐 々 木助欷授，な ら

び に 公 衆衞生院準出博士に深謝す ろ と同 uel： 1 種 々 御款

示下 さ つ ナこ同 所 の 佐藤 ， 殖高山，鈴木諸畏 に 厚 く感謝す る．・

ま7：貴重 な 材料 を 提供 され ナこ 病 院看護婦諸」亀 ； 感謝す

る．本論文 の 要旨は 第 1 囘 日本産科婦人科學會總會で發

表 しアこ．
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